
1 
 

20240908 読書会メモ  
加本実 

参考図書： 
クリス・ミラー  千葉 敏生 (訳) 半導体戦争―世界最重要テクノロジーをめぐる国家間の攻防 ダ
イヤモンド社 2023.2.14 
 
紀伊國屋HPより 
国際政治の形、世界経済の構造、軍事力のバランスを決定づけ、私たちの暮らす世界を特徴づけて
きた立役者は、半導体だった。100 人を超える科学者、技術者、CEO、政府官僚へのインタビュー
に基づいた、衝撃のノンフィクション。フィナンシャル・タイムズビジネスブック・オブ・ザ・イ
ヤー2022 受賞！ 
目次 
第１部 半導体の黎明期 
第２部 半導体産業の基軸になるアメリカ 
第３部 日本の台頭 
第４部 アメリカの復活 
第５部 集積回路が世界をひとつにする 
第６部 イノベーションは海外へ 
第７部 中国の挑戦 
第８部 武器化する半導体 
 
著者等紹介：ミラー，クリス［ミラー，クリス］ ［Ｍｉｌｌｅｒ，Ｃｈｒｉｓ］ 
1987年米国イリノイ州生まれ。タフツ大学フレッチャー法律外交大学院国際歴史学准教授。フィ
ラデルフィアのシンクタンク、FPRI（外交政策研究所）のユーラシア地域所長、ニューヨークおよ
びロンドンを拠点とするマクロ経済および地政学のコンサルタント会社、グリーンマントルのディ
レクターでもある。ニューヨーク・タイムズ、ウォール・ストリート・ジャーナル、フォーリン・
アフェアーズ、フォーリン・ポリシー、アメリカン・インタレストなどに寄稿し、新鮮な視点を提
供している気鋭の経済史家。ハーバード大学にて歴史学学士号、イエール大学にて歴史学博士号を
取得 
千葉敏生［チバトシオ］ 翻訳家 
 
《Kindle 版.、ハイライト》 
第Ⅰ部 半導体の黎明期 
第２章 トランジスタの誕生  
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■電場の存在する場所に、シリコンなどの半導体材料を置くと、内部の「自由電子」が一方に引き 
つけられ、半導体の端の近くに集まる。十分な量の電子が電場によって引きつけられると半導体 
の端の部分は常に大量の自由電子を持つ金属のような導体〔電気を通す物質〕へと変わるだろう。 
■ゲルマニウムを流れる電流を制御することに成功した。 
■外側のふたつの半導体の層は電子が余っていて、真ん中は不足している。その真ん中の層に微弱 
な電流を流すと、全体にずっと大きな電流が流れる。この微弱な電流から巨大な電流への変換こ
そ、ブラッテンとバーディーンのトランジスタが実証したのと同じ増幅プロセスだ。 
■トランジスタの真ん中の層にかける微弱な電流を操ることで、より大きな電流のほうをオンや 
オフに切り替えることができるのだ。オン、オフ。オン、オフ。そう、彼が設計したのは、スイッ
チそのものだった。 
第３章 シリコンバレーの始祖と集積回路 
■才能発掘に長けていたショックレーだが、上司としては最悪だった。彼は口喧嘩を飯のおかず 
にするような男で、自身の集めた若くて聡明な技術者たち 
■ギスギスした雰囲気をつくり出し 
■メサ 型 
■保護膜で覆うという手法 
■ひとつの半導体材料の結晶の内部にトランジスタが埋め込まれていたからだ。たちまち、キルビ
ーとノイスが開発した「集積回路」は、「半導体」、あるいは単に「チップ」 
第４章 軍に半導体を売りつける  
■政府はソ連のロケット計画やミサイル計画に追いつくための緊急プログラムを立ち上げ、ジョ
ン・Ｆ・ケネディ大統領は人類を月面に送り込むことを宣言した。その瞬間、ノイスは集積回路 
のこれ以上ない市場を見つけた。ロケットである。 
第５章 半導体を量産せよ  
■半導体産業が花開いたのは、こうした教育機関の卒業生たちが、何年もかけて生産工程を改良 
し、半導体の量産を可能にしたからこそなのだ。科学理論だけでなく、実際のモノづくりや直感 
もまた、ベル研究所の特許を、世界を変える一大産業へと変えるきっかけになったのだ。 
第６章 民間市場は存在するか 
■その百万長者は株式を譲り渡すのは「忍び寄る社会主義」〔アイゼンハワー大統領が経済活動へ
の連邦政府の積極的な介入を揶揄して使った言葉〕の一種だなどと言い、従業員に自社株購入権 
を与えることを拒んだ。 
 
第Ⅱ部 半導体産業の基軸になるアメリカ 
第９章 日本の経済復興  
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■日本のエレクトロニクス産業を発展させるというのは、アメリカの冷戦戦略の一環だったこと 
もあり、1960 年代、アメリカ政府がこの問題で日本政府に大きな圧力をかけることはなかった。 
第 10 章 どこで半導体を組み立てるか  
■自社株購入権を従業員の大半に与えたこと 
■ 1960 年代中盤は、台湾の時給が 19セント、マレーシアが 15 セント、シンガポールが 11セン
ト、そして韓国にいたってはわずか 10セントという有様だった。 
■第 12章 太平洋を超えたサプライ・チェーン  
知的財産なんてものは「帝国主義者が後進国いじめに使う」道具だ 
第 14 章 チップを載せたスマート兵器  
■米軍はベトナム戦争に敗れたが、半導体産業は、急速に拡大する投資関係やサプライ・チェーン 
を通じて、シンガポールから、台湾、日本まで、残りのアジアをアメリカにがっちりと縛りつける 
ことで、その後の平和を勝ち取った。 
 
第Ⅳ部 アメリカの復活 
第 22 章 インテル再興 
■マイクロプロセッサ分野 
■ 1985 年から 1988年にかけて、ドルに対する日本円の価値が２倍になり、アメリカの輸出品が 
相対的に安価となった。 
■アメリカの金利が急落し、インテルの資本コストが減少した。 
第 23 章 敵の敵は友──韓国の台頭 
■ 1986 年、日本がアメリカ市場で DRAM チップを安く販売する「不当廉売」をやめないかぎり 
関税をかける、とアメリカ政府が脅しをかけると、日本政府はアメリカへのチップの販売に上限 
を設けることに同意し、安売りをしないことを約束した。 
■破綻の瀬戸際まで追い詰められていたシリコンバレーのDRAM メーカーは、一流の技術を韓国 
に移転することにほとんど躊躇を見せなかった 
第 24 章 ミードとコンウェイの革命  
■自社株購入権 
第 26 章 思考する兵器 VS 無能  
■ソ連が 1983 年に韓国の民間旅客機を誤って撃墜 
第 27 章 湾岸戦争の英雄  
■その黒い機体があっという間に砂漠上空の闇へと消えていった。標的は、バグダッド。 
■シュワルツコフ将軍は、もともと歩兵としての訓練を受け、ベトナム戦争に２回従軍したこと 
のあるやり手だった。そんな彼が今回、全幅の信頼を寄せていたのが、スタンドオフ兵器〔敵の反
撃の影響を受けない十分遠方から発射されるミサイルや爆弾〕を使った先制攻撃であった。 
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■２機の戦闘機は標的に狙いを定めると、重量 2000 ポンド〔約 900 キログラム〕のペイブウェ
イ・レーザー誘導爆弾を発射し、建物を貫通炎上させた。 
第 28 章 日本経済の奇跡が止まる 
■融資を失うリスクこそがアメリカ企業を常に用心させたともいえる。 
■優位性はすでにむしばまれつつあった。1993年、アメリカが半導体の出荷数で首位に返り咲
く。1998 年には、韓国が日本を抜いて世界最大のＤＲＡＭ生産国となった。 
■ 1980 年代終盤の 90％から 1998年には 20％まで下落した。 
 
第Ⅴ部 集積回路が世界をひとつにする 
第 29 章 ＴＳＭＣの隆盛 
■安い人件費と、自給自足農業から工場労働への転身を希望する何億人という農民。電子機器の 
組立に参入した中国は、台湾から仕事を奪い取ろうとしていた。 
■ファウンドリ〔半導体チップの製造を専門に行なう企業〕のアイデア 
第 30 章 全員で半導体をつくるべし 
■中国が革命という混沌の渦に飲み込まれた 10 年間のうちに、インテルはマイクロプロセッサ 
を発明し、日本は世界的なＤＲＡＭ市場で高いシェアを獲得していた。 
第 31 章 中国に半導体を届ける  
■シンガポール政府は、テキサス・インスツルメンツ、ヒューレット・パッカード、日立などの企
業と手を組み、 
■ＮＥＣは日本人の専門家が工場を監督すると言って譲らず、中国人労働者は小間使いのような扱
いを受けるばかりだった。 
■ＳＭＩＣの開業資金の半分はアメリカからの投資でまかなわれたという。 
第 32 章 リソグラフィ戦争 
■リソグラフィ 装置 メーカー 
■波長 13.5 ナノメートルの 「極端紫外線（ＥＵＶ）」である。 
■キヤノンとニコンにとっての真のライバルは、小さな企業ながら急成長を遂げていたオランダ 
のリソグラフィ装置メーカー、ＡＳＭＬだった。 
■1980 年代の貿易戦争の苦い記憶がいまだ抜けきらないアメリカ政府は、日本のニコンやキヤノン 
に国立研究所と手を組ませることだけは避けたかった。 
■アメリカの国立研究所における研究から締め出されたニコンとキヤノンは、独自のＥＵＶリソグ
ラフィ装置を開発しないことを決めたため、ＡＳＭＬが世界で唯一のメーカーとなった。 
第 33 章 携帯機器の市場規模  
■自社の携帯型ビデオ・ゲームにＡｒｍアーキテクチャ・ベースのチップを採用したのが任天堂で
ある。 
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■「イノベーションのジレンマ 」の概念〔実績のある大 企業が既存技術の改良に注力するあま
り、破壊的イノベーションを起こす新興企業に遅れを取ってしまう現象〕  
■ジョブズが目を向けた先が、アームのアーキテクチャである。 
■もっとも利益率が高いチップの生産を優先させたのだ。これは合理的な戦略だった。利益率の 
低い製品を望む者などいない。しかし、そのせいで、インテルは新たな挑戦がいっさいできなく 
なった。 
■いつしか、短期的な利益目標を満たすことへの執拗なこだわりが、長期的なテクノロジー・リー
ダーに立つことに取って代わっていった。 
■権力が技術者から経営者に移ったことが、このプロセスをいっそう加速させた。  
■「インテルには技術もあったし、人材もいた」と同社のある元財務幹部は回顧する。「ただ、利
益に障るようなことをしたくなかっただけなのだ」 
第 34 章 アメリカの驕り  
■1999 年にマグニチュード 7.3の地震が台湾を襲うと、２基の原子力発電所を含め、同国の広い 
範囲で停電が起きた。ＴＳＭＣの工場でも停電が発生し、同社の生産と世界の半導体の多くが危機 
に瀕した。 
■アメリカは、中国のＳＭＩＣに「認定エンドユーザという特殊な地位まで与えた。 
第Ⅵ部 イノベーションは海外へ 
第 35 章 工場を持つべきか  
■ 2000年代になると、半導体産業を３つのカテゴリーに分類するのが一般的となった。  
「ロジック 」、「メモリ 」、「フラッシュ」 
■ 1990年代終盤、不振にあえぐ日本企業数社が統合して エルピーダメモリ 
第 39 章 ＥＵＶリソグラフィ 
■ＡＳＭＬのＥＵＶリソグラフィ装置は、量産された工作機械としては史上もっとも高額なもので 
あり、あまりの複雑さゆえに、装置が寿命を迎えるまで現場に残るＡＳＭＬの職員から徹底的な 
訓練を受けないかぎり、使いこなすことは不可能だ。 
■ＥＵＶリソグラフィの夢の実現に必要な能力を持つ光学専門家、ソフトウェア設計者、レーザー 
会社などの広大なネットワークをひとつにまとめ上げる能力 
■この奇跡的な装置は、どこかひとつの国がつくったと胸を張って言えるようなものではなく、 
多くの国々の共同作品なのだ。 
第 40 章 ７ナノメートル・プロセス 
■最先端のロジック・チップを製造できる企業の数は、４社から３社に減った。 
第 41 章 イノベーションを忘れたインテル 
■インテルが直面した最初の問題が、人工知能だった。 
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第Ⅶ部 中国の挑戦 
第 42 章 中国指導部の方針転換 
■ 提携するだけでなく、その条件として技術の移転や現地労働者の訓練を求めた 。 
■ 「ぜひ台湾で半導体産業を振興したい」とモリス・チャンに告げた。習近平が同じことを思っ 
たとして、どこが驚きだろう？ 
第 43 章 半導体の自給自足  
■中国の半導体輸入額は、習近平がダボス・デビューを果たした 2017 には 2600 億ドルで、サウジ
アラビアの石油輸出額やドイツの自動車輸出額をはるかに上回っていた。 
第 46 章 ファーウェイの隆盛  
■「狼性文化」〔野（高い野心）、残（困難を生き抜く力）、貪（貪欲さ）、暴（逆境をはねのける
荒々しさ）を４つの特徴とする中国の企業文化 〕と称する軍国主義的な精神 
■ファーウェイもまた、通信機器やスマートフォンの重要な部品を日本の供給業者に頼っており、 
その大災害によって大幅な生産の遅れが生じるのではないか、と危惧していたのだ。 
 
第Ⅷ部 武器化する半導体 
第 49 章 半導体の支配という土台 
■中国はアメリカの太陽光パネル製造を廃業に追いやっていた。 
第 50 章 福建省晋華集積回路  
■知的財産なんてものは帝国主義者が後進国いじめに使う道具だ」と一笑した 。 
第 51 章 ファーウェイ排除  
■十年にわたり、アメリカのエリートたちは中国の経済発展を歓迎し、手を貸してきたからだ。ま
た、アメリカは、日本の高度経済成長時代にソニーなどの日本企業に市場へのアクセスを提供、そ
の数十年後には韓国のサムスンにも同様の便宜を図って、アジア中のテクノロジー企業を応援して 
きたのだ 。 
最後に 
■ 業界の名だたる名士たちがムーアの法則は死んだと断言している。ある時点で、トランジスタ 
をそれ以上微細化するのは物理学的に不可能になるだろう。 
 
 
参考図書： 
坂本 吉弘 目を世界に心を祖国に: 「国益とは何か」を問い続けた通商交渉の現場から 財界研究所 2000.3.1 
牧本 次生（まきもとつぎお） 日本半導体 復権への道  ちくま新書  2021.11.10 
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